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基金・有価証券

316億5,950万円

車両

529台

建物

60万４,296.03釈

土地

7,893万4,023.39釈

支出済額収入済額予算額区 分

481億9,738520億6,212609億4,174一般会計

103億6,55298億1,273112億4,498国民健康保険（事業勘定）

特

別

会

計

1,1782681,434国民健康保険（直営診療施設勘定）

11億3,5049億 52412億7,927後期高齢者医療

106億6,24096億 362117億 955介護保険（保険事業勘定）

1億4,5434,2351億5,384介護保険（介護サービス事業勘定）

30億1,00911億4,78636億7,689下水道事業

14億3,7581億9,15815億3,198農業集落排水事業

3億2,8531億6,2713億7,110浄化槽事業

1億3,3985,3101億4,542バス事業

1,0693771,079米里財産区

754億3,842739億8,776910億7,990合 計

30年度一般会計、特別会計収入支出の状況
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図１ 市税、借入金の市民の負担状況図２ 借入金現在高見込額の内訳（一般会計）

※臨時財政対策債、合併特例債、過疎債などは、後年度に
地方交付税措置されるため、市の実質負担は少ない

現在高見込額区 分

706億4,856一般会計

2,200国民健康保険（直営診療施設勘定）

特

別

会

計

1億8,507介護保険（介護サービス事業勘定）

226億8,382下水道事業

117億 332農業集落排水事業

12億8,543浄化槽事業

8,910バス事業

1,066億1,730合 計

（単位：万円）
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用語解説
■臨時財政対策債＝国の地方交付税財源が不足したとき、地方交付税額を減らして、その穴埋めとして地方
公共団体が借り入れるお金

■合併特例債＝新市建設計画に基づいて行う事業に借り入れることができるお金
■過疎債＝過疎地域自立促進特別法で定められた過疎地域（本市では江刺地域）で行う事業にのみ借り入れ
ることができるお金

■総務債＝主に庁舎建設、情報基盤の整備のために借り入れるお金（市が債務保証していた土地開発公社の
債務を整理するために借り入れた「第三セクター等改革推進債」を含む）

■岩手競馬経営改善推進基金＝県競馬組合に資金を貸し付けるための基金を設置する目的で、県から借り入
れたお金

29万円11万円

【 市民1人当たり 】

61万円 156万円一般会計
借入金現在高（見込額）
706億4,856万円

市 税
129億2,498万円

30年度一般会計、特別会計別借入金現在高見込額

【１世帯当たり】




